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今
回
は
、「
新
た
な
視
点
の
提
示
と
議
論
を

生
み
出
す
」力
に
つ
い
て
、印
刷
の
歴
史
を
見

て
い
き
ま
す
。

　

印
刷
の
原
点
は
、
印
章
（
ハ
ン
コ
）に
あ
り

ま
す
。
北
シ
リ
ア
の
遺
跡
か
ら
は
紀
元
前
７

０
０
０
年
後
半
に
作
ら
れ
た
印
章
が
出
土
し

ま
し
た
。
中
国
文
明
、
イ
ン
ダ
ス
文
明
、
古

代
エ
ジ
プ
ト
な
ど
、
印
章
は
各
地
で
紀
元
前

か
ら
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
書
籍
の
印
刷

は
、
７
７
０
年
に
作
ら
れ
た
日
本
の
法
隆
寺

に
残
さ
れ
た
百ひ

ゃ
く
　
ま
ん
　
と
う
　
だ
　
ら
　
に

万
塔
陀
羅
尼
（
平
定
祈
願
の

経
文
）
が
現
存
す
る
最
古
の
木
版
印
刷
印
刷

物
で
す
。
文
字
単
位
を
組
み
合
わ
せ
て
使
用

す
る
活
版
印
刷
は
、
11
世
紀
の
中
国
の
発
明

家
「
畢
昇
」に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
ド
イ
ツ
の
金
細
工
職
人
ヨ
ハ
ネ

ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
っ
て
１
４
５
５

年
ご
ろ
に
活
版
印
刷
術
が
登
場
し
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
で
用
い
ら
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト

は
文
字
数
が
少
な
く
（
漢
字
は
世
界
で
最
も

多
く
の
文
字
を
用
い
る
言
語
体
系
で
約
10
万

種
類
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
二
十
数
文
字
）、

準
備
す
る
文
字
が
少
な
く
て
済
む
利
点
を
生

か
し
て
書
籍
の
印
刷
で
活
躍
し
、
加
速
的
に

普
及
し
ま
し
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
の
印
刷

機
の
登
場
以
後
、
約
30
年
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

各
地
に
印
刷
所
が
設
立
さ
れ
ま
す
。

　

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
は
１
４
５
５
年
に
約
１

８
０
部
の
聖
書
を
印
刷
し
、
製
作
し
ま
し
た
。

当
時
の
聖
書
は
す
べ
て
手
書
き
で
作
ら
れ
、

1
つ
の
教
会
に
1
冊
の
聖
書
が
置
か
れ
て
い

れ
ば
い
い
ほ
う
で
し
た
。
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

が
出
版
し
た
聖
書
は
、
紙
版
が
1
冊
４
０
０

万
円
程
度
と
依
然
高
価
で
し
た
が
、
そ
の
後

生
産
性
が
20
倍
程
度
向
上
し
、
１
５
２
２
年

に
出
版
さ
れ
た
ル
タ
ー
訳
の
聖
書
は
、
約
30

万
円
と
10
家
庭
に
1
冊
が
手
に
入
れ
ら
れ
る

程
度
に
安
価
に
な
り
ま
す
。

　

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
が
１
５
１
７
年
に

張
り
出
し
た
95
か
条
の
論
題
は
、
ラ
テ
ン
語

か
ら
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
が
印
刷

所
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と
で
、
結
果
的
に
読
者

か
ら
の
大
き
な
反
響
が
生
ま
れ
、
各
国
の
宗

教
改
革
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

印
刷
技
術
は
、
知
識
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
視
点
の
問
い
か
け
と
議
論
を
通
じ
た

変
革
を
生
み
出
し
て
い
き
ま
し
た
。
１
７
６

２
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
ル

ソ
ー
の
『
社
会
契
約
論
』は
、
当
時
の
社
会
体

制
へ
の
不
満
を
背
景
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
へ
と

展
開
し
て
い
き
ま
す
。
新
た
な
視
点
を
提
示

す
る
こ
と
は
、
文
学
、
芸
術
、
哲
学
な
ど
印

刷
技
術
が
広
ま
る
遥
か
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
印
刷
技
術
の
普
及
は
、
人
々
の

へ
問
い
か
け
を
広
げ
、
議
論
を
つ
く
り
出
し
、

新
し
い
社
会
の
模
索
と
変
化
を
生
み
出
し
て

き
ま
し
た
。

知識だけでなく、新たな視点や論点が提示され
ることで議論が起こり、新しい社会の可能性の模
索によって変革が生まれる。

P O I N T !

ルターがヴィッテンベルクの城教会に提示した95か条の
論題。当時は、事前に論題を掲示して討論会を催すこと
が所定の手続きであり、一般的だった。

にしむら・ゆうや●NPO法人ミラツク代表理事。
大阪大学大学院にて人間科学の修士を取得。
人材育成企業、財団法人日本生産性本部を経
て、2008年より開始したダイアログBARの活動
を前身に2011年にNPO法人ミラツクを設立。
Emerging Future, we already have（すでに在
る未来の可能性を実現する）をテーマに、全国
横断型のセクターを超えたソーシャルイノベー
ションプラットフォームの構築と未来潮流に基
づいた新規事業創出のためのプロジェクト運営
に取り組む。
http://emerging-future.org
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グーテンベルクが製作した活版
印刷機のレプリカ。印刷技術
の普及によって書籍の数は増
大し、現在では全世界で約1億
5000万冊の書籍が存在する。
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